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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第36期

第２四半期連結
累計期間

第37期
第２四半期連結
累計期間

第36期

会計期間
自平成23年８月１日
至平成24年１月31日

自平成24年８月１日
至平成25年１月31日

自平成23年８月１日
至平成24年７月31日

売上高（千円） 891,159 965,063 1,900,478

経常利益（千円） 112,347 188,426 209,934

四半期（当期）純利益（千円） 54,988 110,712 98,656

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
58,384 115,675 113,697

純資産額（千円） 2,154,901 2,299,445 2,210,126

総資産額（千円） 3,128,614 3,202,782 3,268,379

１株当たり四半期（当期）純利益金

額（円）
62.59 126.02 112.29

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 68.9 71.8 67.6

営業活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
54,816 127,366 148,183

投資活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
△212,284 △62,098 △152,237

財務活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
△102,254 △78,121 △168,066

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
967,011 1,042,693 1,054,647

　

回次
第36期

第２四半期連結
会計期間

第37期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自平成23年11月１日
至平成24年１月31日

自平成24年11月１日
至平成25年１月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 22.01 79.96

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し　

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在

しないため、記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　　　なお、連結子会社であるフィットネス・コミュニケーションズ株式会社は、平成24年８月３日付で「株式会社フィット

・コム」へ商号変更しております。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

  

２【経営上の重要な契約等】

　　　  当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

　　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　 (1)業績の状況

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、復興関連需要は引き続き底堅く推移している一方、ユーロ

圏の債務問題や海外景気の減速懸念が我が国の経済活動へ影響しております。景気動向は回復基調が期待され

るものの、先行きは依然として不透明な状況にあります。情報サービス産業においては、このような経済環境に

あって、企業のＩＴ投資は慎重姿勢をとりつつも多様化するビジネスに向けての戦略的なＩＴ需要は堅調に推

移しました。

このような状況の中、当社グループは積極的な受注活動の推進、更なる採算性の重視、品質の向上に努めてま

いりました結果、当第２四半期連結累計期間における経営成績は、次のとおりとなりました。

売上高は965百万円（前年同期比8.3％増)、売上原価は580百万円（前年同期比7.5％増）となり、売上総利益

は384百万円（前年同期比9.5％増）となりました。営業利益については、販売費及び一般管理費は、経費節減努

力の結果、200百万円（前年同期比16.0％減）となり、その結果、184百万円（前年同期比63.5％増）となりまし

た。経常利益については、営業外収益が８百万円、営業外費用は３百万円となり、その結果、188百万円（前年同

期比67.7％増）となりました。四半期純利益は、税金等調整前四半期純利益が188百万円（前年同期比66.4％

増）、税金費用は77百万円（前年同期比33.5％増）となり、その結果、110百万円（前年同期比101.3％増）とな

りました。

　

セグメントの状況は、以下のとおりであります。

　(ソフトウェア開発関連事業)

　 ソフトウェア開発関連事業については、システム開発案件の受注が好調であり、また、ＣＭＭＩの導入コンサル

ティング及び公式セミナーも順調に推移した結果、売上高は797百万円（前年同期比8.5％増）は、セグメント利

益は183百万円（前年同期比31.4％増）となりました。

　(サービスインテグレーション事業)

　サービスインテグレーション事業については、ＡＳＰサービスが順調に推移した結果、売上高は160百万円（前

年同期比4.6％増）、セグメント利益は15百万円（前年同期は21百万円のセグメント損失）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

①　資産の部

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は3,202百万円となり、前連結会計年度末に比べ65百万円の減

少となりました。これは主に、仕掛品が11百万円増加したものの、売掛金が38百万円、現金及び預金が11百万円、

繰延税金資産が10百万円、のれんが９百万円、前払費用が６百万円それぞれ減少したことによるものでありま

す。

②　負債の部

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は903百万円となり、前連結会計年度末に比べ154百万円の減

少となりました。これは主に、未払金が57百万円、借入金が51百万円、預り金が17百万円、未払法人税等が15百万

円、未払費用が９百万円、未払消費税が５百万円それぞれ減少したことによるものであります。

③　純資産の部

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は2,299百万円となり、前連結会計年度末に比べ89百万円の

増加となりました。これは主に、剰余金の配当26百万円があったものの、四半期純利益110百万円を計上したこと

によるものであります。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ11百万円減少し、

1,042百万円となりました。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、増加した資金は127百万円となり、前年同期より72百万円増加しました。

これは主に税金等調整前四半期純利益188百万円、減価償却費26百万円、売上債権の減少額46百万円による増加

及び、たな卸資産の増加額10百万円、法人税等の支払額86百万円の減少によるものであります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、減少した資金は62百万円となり、前年同期より150百万円増加しました。

これは主に有形固定資産の取得による支出51百万円の減少によるものであります。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、減少した資金は78百万円となり、前年同期より24百万円増加しました。

これは長期借入れによる収入15百万円があったものの、長期借入金の返済による支出66百万円、配当金の支払額

26百万円の減少によるものであります。  

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 3,072,000

計 3,072,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年１月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年３月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 888,000 888,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数 

100株

計 888,000 888,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年11月１日～

平成25年１月31日　
－ 888,000 － 357,840 － 262,896
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（６）【大株主の状況】

 平成25年１月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

中村　憲司 奈良県奈良市 223,300 25.14

㈲ジェネシス 大阪府高槻市若松町36-13 222,000 25.00

大和コンピューター社員持株会 大阪府高槻市若松町36-18 104,320 11.74

ＳＣＳＫ㈱ 東京都江東区豊洲３-２-20 71,100 8.00

㈱大裕 大阪府高槻市若松町36-13 40,000 4.50

中村　曻 東京都港区 26,000 2.92

林　正 大阪府高槻市 16,500 1.85

中村　賀英 東京都港区 14,500 1.63

中村　佳嗣 奈良県奈良市 14,500 1.63

中村　眞理子 東京都港区 14,500 1.63

中村　雅昭 東京都港区 14,500 1.63

計 － 761,220 85.72
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成25年１月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式      9,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　  878,300 8,783 －

単元未満株式 普通株式　      300 － －

発行済株式総数 888,000 － －

総株主の議決権 － 8,783 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式55株が含まれております。

 

②【自己株式等】

　 平成25年１月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

(株)大和コンピューター
大阪府高槻市若松町

36番18号
9,400 － 9,400 1.05

計 － 9,400 － 9,400 1.05
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２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年11月１日から平成

25年１月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年８月１日から平成25年１月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年７月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,204,647 1,192,693

売掛金 294,322 256,287

仕掛品 ※
 30,153 41,544

その他 78,448 65,676

貸倒引当金 △2,701 △1,513

流動資産合計 1,604,871 1,554,689

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 518,213 503,509

土地 796,222 796,222

その他（純額） 44,103 42,165

有形固定資産合計 1,358,538 1,341,897

無形固定資産

のれん 69,158 59,278

その他 6,096 7,012

無形固定資産合計 75,255 66,291

投資その他の資産

投資その他の資産 235,069 245,261

貸倒引当金 △5,356 △5,356

投資その他の資産合計 229,713 239,904

固定資産合計 1,663,507 1,648,093

資産合計 3,268,379 3,202,782
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年７月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年１月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 13,261 8,900

1年内返済予定の長期借入金 131,256 136,296

未払法人税等 89,562 74,085

賞与引当金 76,040 74,000

プログラム保証引当金 19,841 14,945

受注損失引当金 1,706 3,255

その他 234,668 151,466

流動負債合計 566,337 462,950

固定負債

長期借入金 297,125 240,197

退職給付引当金 90,974 96,374

長期未払金 102,420 102,420

その他 1,395 1,395

固定負債合計 491,915 440,387

負債合計 1,058,253 903,337

純資産の部

株主資本

資本金 357,840 357,840

資本剰余金 262,896 262,896

利益剰余金 1,575,642 1,659,998

自己株式 △9,039 △9,039

株主資本合計 2,187,339 2,271,695

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 22,786 27,749

その他の包括利益累計額合計 22,786 27,749

純資産合計 2,210,126 2,299,445

負債純資産合計 3,268,379 3,202,782
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年８月１日
　至　平成24年１月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年８月１日
　至　平成25年１月31日)

売上高 891,159 965,063

売上原価 539,964 580,557

売上総利益 351,195 384,505

販売費及び一般管理費 ※
 238,548

※
 200,363

営業利益 112,646 184,141

営業外収益

受取利息 90 338

為替差益 － 977

受取家賃 3,586 3,527

補助金収入 － 1,386

その他 933 1,841

営業外収益合計 4,611 8,072

営業外費用

支払利息 4,049 3,111

為替差損 60 －

その他 800 676

営業外費用合計 4,910 3,788

経常利益 112,347 188,426

特別利益

助成金収入 874 －

特別利益合計 874 －

税金等調整前四半期純利益 113,221 188,426

法人税、住民税及び事業税 58,875 70,397

法人税等調整額 △642 7,316

法人税等合計 58,232 77,713

少数株主損益調整前四半期純利益 54,988 110,712

少数株主利益 － －

四半期純利益 54,988 110,712
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年８月１日
　至　平成24年１月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年８月１日
　至　平成25年１月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 54,988 110,712

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 3,395 4,963

その他の包括利益合計 3,395 4,963

四半期包括利益 58,384 115,675

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 58,384 115,675

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年８月１日
　至　平成24年１月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年８月１日
　至　平成25年１月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 113,221 188,426

減価償却費 18,963 26,638

のれん償却額 9,879 9,879

貸倒引当金の増減額（△は減少） △500 △1,188

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,120 △2,040

プログラム保証引当金の増減額(△は減少) 294 △4,895

受注損失引当金の増減額（△は減少） △5,042 1,548

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,302 5,400

受取利息及び受取配当金 △90 △338

支払利息 4,049 3,111

為替差損益（△は益） 57 △899

売上債権の増減額（△は増加） 86,409 46,875

たな卸資産の増減額（△は増加） △31,830 △10,350

仕入債務の増減額（△は減少） 299 △4,361

その他 △35,445 △41,628

小計 167,688 216,176

利息及び配当金の受取額 90 379

利息の支払額 △4,701 △3,076

法人税等の支払額 △57,860 △86,112

役員退職慰労金の支払額 △50,400 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 54,816 127,366

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △200,000 △150,000

定期預金の払戻による収入 － 150,000

有形固定資産の取得による支出 △580 △51,592

無形固定資産の取得による支出 － △2,504

投資有価証券の取得による支出 △1,800 △1,796

その他 △9,903 △6,205

投資活動によるキャッシュ・フロー △212,284 △62,098

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 － 15,000

長期借入金の返済による支出 △75,926 △66,888

配当金の支払額 △26,328 △26,233

財務活動によるキャッシュ・フロー △102,254 △78,121

現金及び現金同等物に係る換算差額 △57 899

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △259,780 △11,954

現金及び現金同等物の期首残高 1,226,792 1,054,647

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 967,011

※
 1,042,693
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【継続企業の前提に関する事項】

　該当事項はありません。

 

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　該当事項はありません。　  

 

【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更） 

　当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年８月１日以後に取得した

有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

　　なお、これによる当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

 

【会計上の見積りの変更】

　　該当事項はありません。 

  

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。

　

【追加情報】

　該当事項はありません。 
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※　損失が見込まれる工事契約に係るたな卸資産は、これに対応する受注損失引当金を相殺表示しております。

相殺表示したたな卸資産に対応する受注損失引当金の額は次のとおりであります。　 　

　
前連結会計年度

（平成24年７月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年１月31日）

仕掛品に係るもの 740千円 －千円

　

　

　

　

　

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年８月１日
至  平成24年１月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年８月１日
至  平成25年１月31日）

従業員給与及び手当 39,602千円 40,307千円

役員報酬 38,050 39,250

貸倒引当金繰入額 △500 △180

賞与引当金繰入額 7,540 △234

プログラム保証引当金繰入額 1,365 4,220

退職給付費用 522 648

研究開発費 49,507     －　

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年８月１日
至  平成24年１月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年８月１日
至  平成25年１月31日）

現金及び預金勘定 1,167,011千円 1,192,693千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △200,000 △150,000

現金及び現金同等物 967,011 1,042,693
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年８月１日　至平成24年１月31日） 

１．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

　

　

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年10月26日

定時株主総会
普通株式 26,358 30.0 平成23年７月31日 平成23年10月27日利益剰余金

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

　該当事項はありません。

　

２．株主資本の金額の著しい変動      

　該当事項はありません。

 　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年８月１日　至平成25年１月31日） 

１．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

　

　

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年10月25日

定時株主総会
普通株式 26,356 30.0 平成24年７月31日 平成24年10月26日利益剰余金

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

　該当事項はありません。

　

２．株主資本の金額の著しい変動      

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年８月１日　至　平成24年１月31日）

    報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  （単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

ソフトウェ
ア開発関連
事業

サービスイ
ンテグレー
ション事業

計

売上高        

外部顧客への売上

高
727,323153,717881,04010,118891,159    －　 891,159

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

7,884    － 7,884    5,74913,633△13,633     －

計 735,207153,717888,92515,867904,793△13,633891,159

セグメント利益又は

セグメント損失(△)
139,424△21,695117,728△7,221110,5062,140 112,646

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、システム販売等であります。

　　　２．セグメント利益又はセグメント損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

  　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年８月１日　至　平成25年１月31日）

    報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  （単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

ソフトウェ
ア開発関連
事業

サービスイ
ンテグレー
ション事業

計

売上高        

外部顧客への売上

高
795,218160,840956,0599,003965,063   　－ 965,063

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

2,681    －　 2,681 4,269 6,951△6,951     －

計 797,900160,840958,74113,273972,014△6,951 965,063

セグメント利益又は

セグメント損失(△)
183,21615,395198,612△17,170181,4412,700 184,141

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、システム販売等であります。

　　　２．セグメント利益又はセグメント損失の調整額は、未実現利益に係る調整額及びセグメント間取引消去であ

ります。

３．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（金融商品関係)

企業集団の事業の運営において重要なものであり、かつ、四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結

会計年度の末日に比べて著しい変動が認められるものはありません。

　

　

（有価証券関係）

 　 企業集団の事業の運営において重要なものであり、かつ、四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会

計年度の末日に比べて著しい変動が認められるものはありません。

　

　

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

　

　

（企業結合等関係）

　　該当事項はありません。

 

 

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年８月１日
至　平成24年１月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年８月１日
至　平成25年１月31日）

　　１株当たり四半期純利益金額 62円59銭 126円2銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 54,988 110,712

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 54,988 110,712

普通株式の期中平均株式数（千株） 878 878

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－

　

－

　

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。 

 

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年３月14日

株式会社大和コンピューター

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中川　一之　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 笹山　直孝　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社大和コン

ピューターの平成24年８月１日から平成25年７月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成24年11月１

日から平成25年１月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年８月１日から平成25年１月31日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社大和コンピューター及び連結子会社の平成25年１月31日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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